
日本宗教学会

第  口 学 術 大 会

期‐ 日  昭,和53年‖月・31(金)～ 5日 (日 )

開催校  國 學 院 大 學 渋谷本校



お知 らせ・おね がい

1。 受付にて名本Lをお受けとり下さい。大会参加費未納の方は 1。 000円をお

納め下さい。懇親会費は 3,000円 です。

2.お荷物は会員控室のクロークをご利用下さい。

3。 受付に学会本部が出張して学会費納入の事務を行なっております。

4.発表の 1,2番前にはその部会々場へおいで下さい。

5.研究発表のレジュメ (400字詰4枚)を部会司会者にお渡し下さい。

6。 昼食は大学構内の生協食堂をご利用下さい3(学内案内図参照)



‖月 3日 (金)

公 開 学 術 講 演

神社の成立をめぐって

‖月 4日 (土)

開  会  式
研 究 発 表 (午前の部)
評 議 員 会
研 究 発 表 (午后の部)
記 念 撮 影

総    会
懇  親  会

‖月 5日 (日 )

研 究 発 表 (午前の部)
研 究 発 表 (午后の部)

学 術 大 会 日 程

國學院大學教授   西 田 長 男氏
キリスト教土着化の問題

東京神学大学教授   北 森 嘉 蔵氏
理  事  会 18
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第 1 部 会 (205教 室)

11月 4日 (土) 午前 (9:30～12:00)

原始心性をめぐる一問題

宗教的経験の顕現構造

期待の体系にある呪術

宗教に於ける「経験と言葉」の問題    ,ヽ   |ヽ

純粋経験の思想と宗教

老人の精神的安定に関する研究

11月 4日 (土) 午後 (13:00～ 15:00)

宗教言語の有意味性に関して

初期ワッハにおける類型論の意味

宗教社会学理論の史的展開

宗教における倫理の位置

宗教における救済について

11月 5日 (日 ) 午前 (9:00～ 12:00)     1

宗教における「伝承」と「歴史」

宗教と精神分析とのかかわりについて       1
カリスマ概念と新宗教

マックス●ヴェーバーの「儒教と道教」に対する一考察

M・ ウェーバーの「意味Jの社会学について

P・ バーガーの世俗化論

R・ オットーにおける聖の構造

マスコミと宗教

11月 5日 (日 ) 午後 (13:00～ 17:00)

家父長制とエートス               :

ディルタイの宗教観と生の理解

表象的思惟と宗教的思惟

エリアーデ理論の方法論的問題

宗教概念についての一考察

宗教的人間の探究

経験科学における宗教の定義

宗教の磁場的構造

「宗教的・呪術的」ということ

宗教的象徴論について
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11月 4日 (土) 午後 (13:00～ 15:00)

高群逸枝の巡礼体験について

大本教の国祖隠退神話について

法的側面から見たハワイ日系教団

ハワイ日系人における日系新宗教の機能とその役割

ハワイ日系諸宗教における制度性と運動性

11月 5日 (日 ) 午前 (9:00～ 12:00)
マンーシアのアニミズム

インドネシアのシャマンに関する一試論

神・人・動物

佛教寺院の世俗化

「山越え」の象徴

歌人たちに見る死の諸相

古今集的宗教観

三島由紀夫の宗教と文学
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11月 5日 (日 ) 午後 (13:00～ 17:00)

1。 ジャガナータのまつり

2。 パキスタンのイスラム主義団体

3。 Bhagavadgltaの神秘主義

4.17世紀イギリス宗教思想の一視点より

5。 ヨーロッパ近代における魔術

6.バ ビロニアの主神の「生死」

7. コミュナル・ セクトについて

8。 宗教社会主義運動における「神の国」とユー トピア

9。 統一教会の歴史と教義

10。 ドイツ民間信仰におけるデモーニッシュなもの

一一一- 5 ァーーー

俊 (大 正 大)

寛(大阪外語大)

誠(愛知学院大)

実(東京工芸大)

子 (東  大)

郎 (東  大)

生 (九  大)

二 (東  大)

徳 (文 教 大)

雄 (早  大)

第 2部 会 (206教 室)

11月 4日 (土) 午前 (9:30～ 12:00)
1。 華人社会の民衆教団

2.古代ギリシャの宗教におけるディオニュソスについて

3.古代ギリシャの宗教に関する一考察
4.古代漢民族における精霊の信念について

5。 道教と巫祝

6。  「聞」の意味

星

ホ寸

中

渡

井

山 本 春 樹

シチイ・ ダシアル・ アヌワル

長 之
井 大 治

哲 雄

康 治

き よ 子

実

斎 藤 昭

加賀谷

中 祖 一

玉 井

中 井 章

後 藤 光 一

坂 井 信

金 井 新

日 隈 威 |

植 田 重

男 (慶  大)

博 (東 海 大)

子(東京工芸大)

介(大東文化大)

豊 (大 正 大)

一 (大 谷 大)

紀 (大 正 大)

良 (慶  大)
毅 (筑 波 大)

子 (都立大学)

孝 (東  大)



第 3部 会 (207教 室)

11月 4日 (土) 午前 (9:30～12:00)
1.チ ャンニングについての一考察

2.テ ィリッヒにおける存在論

3。 パスカルの「隠れた神」について

4。 哲学的宗教哲学と神学的宗教哲学

5.否定的なるものをめぐって

宗教体験と絶対無

身体をめぐる問題

11月 4日 (土) 午後 (13:00～ 15:00)

人間存在における自然

プラトンとメルロ=ポンティ

ニコラウス 0ク ザーヌスにおける神と。人間

無知の知について

西田哲学に対する宗教的一考察

11月 5日 (日 ) 午前 (9:00～12:00)
1。 古代ギリシアの神秘家における知について

2。 「宗教の出会い」と OntOthedogie

3.フ ランツ・ フォン・バーダーにおける「メルクリウス」

4.シ ュライエルマッヘルにおける初期の宗教思想について

5.カ ントにおける「倫理的共同体」の実現について

6。 カントの崇高の感情再考

7.カ ント宗教論における理性と感情について

8.ヒ ュームの自然概念と宗教

11月 5日 (日 ) 午後 (13:00～ 17:00)
kdros と ethOs

「真馴 の問題

キェルケゴールにおける時間について

シェリングの宗教哲学

シェリングの「無」

ヤスパースにおける「信仰」と「知識」

ヤスパースにおける Grenzsituationと Grundsituation

ハイデッガーにおける無と気分

ハイデッガーにおける「神」について

悪と不自由

超自然・人間・ 自然
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平 本 洋 子 (文化学院)

新 藤 泰 男 (筑 波 大)

道 然 滋 穂 子 (早  大)

氷 見   潔

米 沢 穂 積(嵯峨美短大)

田 辺 正 英(富山医薬大)
田 中 英 三 (関 西 大)

大 峯

角 田

笠 井

小 山

海 辺

顕 (大阪外大)

幸 彦 (明 治 大)

貞 (群 馬 大)

宙 丸 (早  大)

忠 治 (相愛女大)

岡 本   修 (大 正 大)

高 田 信 良 (京都産大)
岡 部 雄 三 (大 阪 大)

長 江 弘 晃 (日  大)

和 田 俊 昭 (京  大)

諸 岡 道 比 古 (東 北 大)

華 園 聰 麿 (島 根 大)

村 野 宣 男(文教女短大)

芳 賀 直 哉
川 村 永 子 (京  大)

山 本 邦 子 (京  大)

岡 村 康 夫 (京  大)

堀 尾   孟 (大 谷 大)

北 野 裕 通

峰 島 旭 雄 (早  大)

松 丸 壽 雄 (京  大)

佐々木   亮 (京  大)

長 谷 正 当 (京  大)

仁戸田 六三郎 (駒  大)
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第 4部 会 (304教 室)

11月 4日 (土) 午前 (9:30～12:00)
バックスターの教会観

トマスにおける神の概念規定について

カール・バルトにおける宗教と非宗教

初期バルトにおける神の国思想

ルターにおける「義人にして同時に罪人」の一考察

ルターの Obrigkeitお ょび Staatに 関する一考察

Mo Lutherに おける Werkの問題

11月 4日 (土) 午後 (13:00～ 15:00)

初期キリスト教における警

アウグスティヌスの SOli10quiaについて

アウグスティヌスにおける祈りの構造

アウグスティーヌスについての一考察

アトス山修道院規則について

「関係の神話」と「実体の神学」

11月 5日 (日 )午 前 (9:00～12:00)
ヘーゲルとキリスト教

S.E.ミ ‐ドの「ポスト・ プロテスタントJについて

ゲーテにおける「世界霊Jについて

マイスター●エックハルトに於ける離脱性の概念について

パスカルの恩寵論

精神治療の画期的方法としての faith―imagination

カトリック禅の今日的意義

聖書の贖罪と韓国人原爆被害者の求める贖罪との比較

明治二十三年のカトリック日韓合同教会会議とその性格

小笠原 政 敏(東北学院大)

岩 本 一 夫(東京工芸大)

宇都宮 輝 夫 (北  大)

山 本   和 (玉 り|1大)

片 柳 俊 子 (京  大)

早乙女濃 子(姦鵡計夷)
加 藤 智 見(東京工芸大)

屋   博 (北  大)

阪 康 治 (早  大)

垣 不
千
麿 (套
良県
美)

田   寛(大東文化大)
水   澄 (仏 教 大)

土

小

稲

清

清

‖月5日 (日 ) 午後 (13:00～17:00)

1.ウパーサカジャナ・ アーランカーラの研究

2. ChOS Kyi rgyal mtshan lこ ょる “Lam rlm"

3。 ヨーガスー トラ第一章第18節

4.yogaにおける prajiaの顕現について

5.  paramita■ yana と mantra― yana

6。 ヨーガ・ スー トラと妙心法師

7。 ラダックにおけるラマ教受容の素因について

8。 パーリ文化研究のゆくて

9。 アールヤT韻律のパーリ聖典成立史論的意義

10。  20世紀インドの仏教

杉

村

尾

山

田

辺

崎

元

橋

藤

上

芳

樫

栗

磯

渡

矢

東

高

佐

奥 村 一 良ド(養昆姿美)

八 田

野 村

岸 田

田 島

西 村

山 口

安 藤

木 原

青 山

隆 司 (早  大)
文 子(十文字学園)

貫一郎(兵庫女短大)

照 久

浩太郎 (神戸商大)

毛 轟 紳

真

範 恭 (近 畿 大)

玄 (南 山 大)

宣 明 (大 谷 大)

博 実 (龍  大)

慈 覚 (大 阪 大)

秀 純 (大 正 大)

熙 文 (東 ゴヒ大)

綱 吉(愛知学院大)
正 見(文教女短大)

慶 喜 (駒 沢 大)
壮 (名 城 大)

良 純 (大 正 大)
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11月 4日 (土) 午前 (9:30～12:00)
1。 ビルマ上座部僧の類型

2。
1天台智顎の護国思想

3。 大乗止観法門の思想

4。 鮮演の性悪論

5。 インド哲学における哲学の原語

11月 4日 (土)午 後 (13:00～ 15:00)
1。  「如救頭燃」について

2。 天台智顎の観法

3。 彰紹升の「居士博」について

4.法華経における人・天
5。 顕彰隠密義における「彰」の意義について

11月 5日 (日 )1午前 (9:00～12:00)

1。

2.

3.

arthavini6 cayastttra nibandhana

小品系般若経における五蘊説の内容

神会の年令に関する●考察

、『真禅融心義』について     |

.`華厳と密教の接点

五部心観の印について

元暁の勝髪経解釈について

'中国の仏教儀礼

‖月5日 (日 ) 午後 (13:00～ 17:00)

釈雲華尊者融会一乗義章明宗記について

敦建本「仏教綱要書」類考

法蔵伝の再検討

施について

二つの業について          ,

三世の解釈をめぐって

依法不依人の思想

不可思議鮮脱

原始仏教の解脱涅槃と縁起観

身体と解脱

第 5部 会 (305教 室)
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生 野

池 田

吉 田

木 村

村 上

善
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真
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参 (駒  大)
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孝 (東 。大)

完 (東 Jヒ 大)

栄 (金沢文庫)

人(愛知学院大)

肇 (早  大)

雄 (立 正 大)

虔 (日  大)

: 裕 (大 正 大)

孝 行(国会図書館)

良 信 (駒  大)

真 誠 (憂
都家
癸)

幸 雄 (三国丘高)

現.誠 (嬰
天平吏)

茂 雄 (東  大)

道 昭 (駒  大)

宥 慶 (大 正 大)

宜 英 (駒  大)

龍 海 (大 正 大)

法 潤 (大 谷 大)

信 行 (大 谷 大)

ゲ己 (ゴヒ    ブヽ)

芳 契(幅
井県
美)

啓 量(雇川県彙)
康四郎 (東 ゴヒ大)
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長 嶋
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2。

3。

‖月4日 (土) 午前 (9:30～12:00)

『正法眼蔵・隋聞記』私考

慈光寺本「正法眼蔵影室」について

晦岩法照の行状と宗教

智園の宗教

道元禅師における発心識体説について

「定起請」と「起請八箇條」とについて

11月 4日 (土) 午後 (13:00～ 15:00)

『修証義』受容にみられる若干の問題

『仏法大明録』について

宗鏡録と註心賦について

称名寺における伝法灌頂

『教行信証』の意図とその解釈

11月 5日 (日 )午 前 (9:00～12:00)

黒品白品考

日蓮における雑掌的性格と政治的行動

還俗の歴史

4。 白山修験道の衰退と鎌倉仏教の興隆

5。 止観と科学

6。 叡山の合議制

7.道宣の行事抄に於ける「僧制」について

8。 明治仏教の新形態

9。 新興仏青とSCM運動

11月 5日 (日 ) 午後 (13:00～ 17:00)

1.同念上人の九州遊行について

2.法然浄土教における念と声について

3.一遍上人の名号思想

4.浅原才市における信心と念仏

5。 日向国懸領におけるおびとき仏法の摘発

6。 懐感の本願観
7。 真宗における教団の意義

8。 浄土宗社会派の人びと

9。 親鸞の宗教における基礎的立場の宗教的意義

10。 浄仏国土について

11。 聖徳太子と仏教

第 6部 会 (306教 室)

白 金 昭

椎 名 宏

森 江 俊

納 富 常

早 島 鏡

佐 藤 悦 成(駒沢大学高)

笠 井 正 弘 (九
'大

)

松 田 真 造 C記
洞宗
務)

小 林 一 秦(南山宗文研)

小田切 瑞
・
穂 :

清 田 義 英 (多摩美大)

大 澤 伸 雄・(大 :谷 大)

疋 田 精:俊 (大 正 大)

中 濃 教 篤 (易鷹鷲委)

根 井   浄 (大 谷 大)

永 井 隆 正 健 曇曇岳)
石 岡 信 一(時宗教学研)

五十嵐 大 策 (覆教学憂)
星 野 元 貞(相愛女短大)

金 子 寛 哉 (大 正 大)

堤   玄 立 (龍 1大 )

藤 吉 慈 海 (花 園 木)

石 田 充 之 (龍  大)

春 日 礼 智 (大 谷 大)

望 月 一 憲(東京医歯大)

輪り

・
ガ
′
ガ

カ

カ

洞
究
偏

　

帥

帥

帥

綱

信
　
一
一　
典

孝
　
一
一　
元

敬

成

博

祐

む不

弘

中

山

松

木

龍

良

田

中

大

鈴

青

奈

ね
脚

力

ｍ
副

カ

カ
‐‥

占小
　

　

学

５

ｍ
ぽ

一帥
錬

文

雄

孝

天

正
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11月 4日 (土) 午前 (9:30～12:00)

1。 祭り伝承の持続と変化

2.村落の宗教機能

3.祖先崇拝をめぐる諸問題

4` 栃木市樋ノロ町の部落組織と稲荷

5。 大御葬と仏教の関わりについて

6。 シャマンにおける宗教機能の分化

11月 4日 (土) 午後 (13:00～ 15:00)

1.中国古代の魂招きと方位

2。 陰陽道の贖物の研究

3.柴燈護摩

4.愛知県の御岳講に関する事例研究

5。 日本近世におけるみろく信仰と民衆宗教

11月 5日 (日 ) 午前 (9:00～12:00)

「社家」の神道と「道」の神道

地域社会に於ける憑き物信仰の今日的状況

家と宗教

ヨミノクニと「自然」の問題

歿の身心観

ことむけ・やはす考

託宣の論理

祈りの構造について

明治宗教行政批判

11月 5日 (日 ) 午後 (13:DO～ 17:00)

近世言霊論

天道・人道,そ して神道

文学表現に生かされた神道思想   ′

楔教教祖井上正鐵の死について

黒田直邦と偏無為

井上円了の指向する日本学

神魂神社考

第 7部 会 (307教 室)

茂 木   栄 (成 城 大)

宇 野 正 人 (国学院大)

後 藤 洋 文 (大 正 大)

黒 り|1弘 賢 (大 正 大)

土 屋 博 通 (り H村短大)
桜 井 徳太郎 (駒  大)

松 田   稔 (国学院高)

岩 佐 貫 三(佼成図書館)

坂 内 龍 雄

赤 池 憲 昭(愛知学院大)
出 口 榮 二(東筑紫短大)

安蘇谷 正 彦 (国学院大)

長谷部 八 朗 (駒  大)

山 崎 美 恵 (東  大)
大 西   昇(東京工芸大)

中 村 生 雄 (重
秋社
幅)

金 子 青 光 (喬督望沓)
佐 藤 健 二 (国学院大)

平 野 孝 国 (新 潟 大)

鎌 田 純 ― (皇学館大)

鎌 田 東

大 井 鋼

永 藤

三 橋

小笠原 春

河 村 孝

平 井 直

二 (国学院大)

悦 (国学院大)

武 (国学院大)

健 (国学院大)

夫 (東 農 大)

照 (東 洋 大)

房 (国学院大)

1.

2.

3。

4.

5。

6。

7。
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第 8部 会 (413,308教 室)

11月 4日 (土) 午前 (9:30～ 12:00)413教室

越後八海山の信仰について

神仙と仏説

奥熊野の岩石信仰

八菅修験の成立

修験集落八菅山の一山組織

八菅修験の儀礼

11月 4日 (土) 午後 (13:00～ 15:00)413教室
カミサン的職能者とその信者について

シンガポールの女性シャーマン的職能者について

沖縄多良間島のヒヌカン信仰

4。 ラマ教図像の一考察

5。 ソ連・ モンゴルの仏教

‖月5日 (日 ) 午前 (9:00～ 12:00)308教室
1.ア イヌのツスとイタコの口寄せ

沖縄の下げ仏壇

土中出現仏について

青木磨崖梵字群の研究

美濃龍泰寺所蔵の門参資料について

奥美濃の夜又ケ池伝説について

奥美濃の秘事毛坊主

11月 5日 (日 ) 午後 (13:00～ 15:00)308教室
1。 地方遠国修験と中央本山

2。 密教と清浄心

3.儀礼空間としての東大寺修二会

11月 5日 (日 ) 午後 (15:00～ 17:00)413教室
1。 フオーク・ メディシンと原始キリスト教

2. 「地蔵信仰」の事例と概念の問題

3.高知県北の葬送習俗
4。 奄美村落の祖先崇拝

5。 宗教的文化統合の研究

松 本

横 地

堀

宮 家

武 見

福 島

佐 藤

佐々木

窪

頼 富

官 坂

管 井

喜多村

中 村

斎 藤

石 り‖

児 玉

菊 地

木 場

月 光
鈴 木

暗

清

李

邦

一 (駒  大)

恵 (大 正 大)

哲 (中 京 大)

準 (慶  大)

子 (慶  大)

夫 (慶  大)

昭 (駒  大)

幹 (駒  大)

忠 (立  大)

宏 (種智院大)

勝 (名  大)

果(NCC宗研)

正 (島 根 大)

隆 (大 正 大)

松(梵字資料研)

山 (駒  大)

允 (大 谷 大)

武 (大 谷 大)

志 (大 谷 大)

弘(山形女短大)

崇 (慶  大)

夫(昇城学奨)
渉(昇城学奨)
雄 (大 正 大)

伸 (上 智 大)

清 (九  大)

大

憲

宏

徳

本

宥

康

彦

力

明
　
善

正

山

高

藤

安

野

形 孝

橋

井 正

齋

村 暢
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会 場 見 取 図

常磐松校舎 2号館

2階

1本 館 2階

第 1部会

第 2部会

第 3部会

第 4部会

第 5部会

第 6部会

第 7部会

第 8部会

3階

三階 205番教室

三階 206番教室

三階 207番教室

三階 304番教室

三階 305番教室

三階 306番教室

三階 307番教室

三階 308番教室

四階 413番教室

大会議室
理 事 会
評議委員会

208番

会員控室
209番
クローク

大 講 堂

（
学
生
席

）
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國學院大學への径路

東京都渋谷区東4丁目10番28号

国電山手線

○渋谷駅 (国電山手線 0東横線・

○バス 渋谷駅「東出目Jバス・
日赤医療センター行乗車

「國學院大學前J下車

○徒歩 渋谷駅より15分

電話409--0111  407--9966 (臨 時)

井ノ頭線・新玉川線・地下鉄銀座線)下車

ター ミナ ル

(学バス03番乗 り場)
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鷺誦

日赤医療センター
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